
   

 

                     

    ～教育実習の貴重な体験を実りあるものに～ 
 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育実習マニュアル 

１，教育実習とは 

２．教育実習生として 

３．教育実習の流れ 

大学の教職課程で学んできたことを生かし、実際の学校現場で子ども

たちと接しながら教師の仕事を体験できる唯一の機会です。 

一日一日を大切にしましょう！ 

学生の立場でも実習期間は、子どもたちの「先生」です。 

挨拶や言葉遣い、実習に取り組む姿勢に気をつけましょう。 

笑顔を忘れずにハキハキと！ 

 

1. 授業の参観を通し、子どもの行動観察 
本校には、障害の種類や個々の特性など様々な子どもがいます。 

2. 授業への参加 
 実際に授業へ入り、教師の一員として子どもたちへ指導をします。 

3. 研究授業に向けて 
学習指導案を立てて、自分が中心となり授業を進めます。 

4. 研究授業 
授業を大学や本校の教師、教育実習生に公開し、協議します。 

5. 研究授業・全体反省会 
研究授業についての反省や実習期間を通した振り返りをします。 

＊毎日、実習日誌に記録をとりましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 健康管理や安全面に留意して、元気に実習期間を過ごしましょう！ 

※教育実習の手引きをよく読み、実習の初日を迎えられるようにしましょう！ 

４．教育実習の一日 

５．教育実習を終えて 

※配属学部により多少の違いがあります 

 

□出勤   □着替え  □連絡・打ち合わせ 

 

【幼児・児童・生徒の登校】 

○子どもの健康観察 

○更衣：着替えの指導 

○朝の会（あつまり） 

○午前中の授業 

○給食：食事の指導 

○昼休み：遊びの指導 

○午後の授業 

○更衣：着替えの指導 

○帰りの会（あつまり） 

【幼児・児童・生徒の下校】 
◎放課後に実習ノートの記入、授業準備、打ち合わせなど指導教諭の 

指示で行います。 

 

         □着替え  □退勤 

□個人情報に関する資料は返却しましょう。 

□実習ノートをしっかりまとめましょう。 
 

 


